
2024年度　活動計算書
2024年4月1日から2025年3月31日まで

特定非営利活動法人はーぐる
（単位：円）

科目
Ⅰ 経常収益

１．受取会費
正会員受取会費 0
賛助会員受取会費 0

0
２．受取寄附金

受取寄附金　　 0
0

３．受取助成金等
受取助成金 0

0
４．事業収益

43,003 43,003
５．その他収益

受取利息
雑収益

0
経常収益計 43,003

Ⅱ 経常費用
１．事業費（注１）

人件費
スタッフ日当

人件費計 0
その他経費
会場費 0
広告宣伝費 16,745
旅費交通費 0
通信費 50
備品消耗品費 25,307
講師謝金 67,000
その他経費計 109,102

事業費計 109,102
２．管理費（注１）

人件費
スタッフ日当 0

人件費計 0
その他経費
広告宣伝費 0
旅費交通費 8,490
通信費 0
事務用消耗品費 8,229
接待交際費 10,000
諸会費 0
雑費 32,595
その他経費計 59,314

管理費計 59,314
経常費用計 168,416

当期経常増減額 -125,413
Ⅲ 経常外収益

１．事業費固定資産売却益

経常外収益計 0
Ⅳ 経常外費用

１．事業費過年度損益修正損

経常外費用計 0
当期正味財産増減額 -125,413
前期繰越正味財産額（注２） 170,271
次期繰越正味財産額（注３） 44,858

※　今年度はその他の事業を実施していません。（注４）

（注１）人件費とその他経費に分けた上で、支出の形態別に内訳を記載する。
（注２）前事業年度活動計算書の「次期繰越正味財産額」と金額が一致することを確認すること。
（注３）貸借対照表の「正味財産合計」と金額が一致することを確認すること。
（注４）その他の事業を定款で掲げていない法人はこの脚注は不要。

（２）

金額

（１）

（２）

（１）



2024年度　貸借対照表
2025年3月31日現在

特定非営利活動法人はーぐる
（単位：円）

科目
Ⅰ 資産の部

１．流動資産
現金預金 0
普通預金 98,405
未収金 0
流動資産合計 98,405

２．固定資産
有形固定資産
車両運搬具
什器備品

有形固定資産計 0
無形固定資産

無形固定資産計 0
投資その他の資産

投資その他の資産計 0
固定資産合計 0

資産合計（注１） 98,405

Ⅱ 負債の部
１．流動負債

役員借入 53,547
前受助成金

流動負債合計 53,547
２．固定負債

長期借入金

固定負債合計 0
負債合計 53,547

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産（注２） 170,271
当期正味財産増減額 -168,416

正味財産合計（注３） 44,858
負債及び正味財産合計（注４） 44,858

（注１）「負債及び正味財産合計」と金額が一致することを確認する。
（注２）前事業年度貸借対照表の「正味財産合計額」と金額が一致することを確認する。
（注３）活動計算書の「次期繰越正味財産額」と金額が一致することを確認する。
（注４）「資産合計」と金額が一致することを確認する。

金額

（１）

（２）

（３）



2024年度　財産目録
2025年3月31日現在

特定非営利活動法人はーぐる
（単位：円）

科目
Ⅰ 資産の部

１．流動資産
現金預金

現金 0
普通預金 98,405

未収金
助成金 0

0
流動資産合計 98,405

２．固定資産
有形固定資産 0

有形固定資産計 0
無形固定資産 0

無形固定資産計 0
投資その他の資産 0

0
0
0

投資その他の資産計 0
固定資産合計 0

資産合計 98,405
Ⅱ 負債の部

１．流動負債
役員借入 53,547

預り金 0

流動負債合計 53,547
２．固定負債

長期借入金 0

固定負債合計 0
負債合計 53,547
正味財産（注３） 44,858

（注１）口座番号の記載は要しない。
（注２）金銭評価ができない資産については、「評価せず」として記載できる。
（注３）「資産合計」－「負債合計」となる。

金額

（１）

（２）

（３）



（法第２８条関係） 

 

2024年度事業報告書 

特定非営利活動法人はーぐる 

 

 

１ 事業の成果 

妊娠葛藤相談事業では 48件の相談があり、妊娠確認のための病院受診の促しや、中絶につ

いての相談に乗りました。 また、性教育講座を高校や大学、児童養護施設などで実施しま

した。児童養護施設には、「子どもたちが卒園したあとも、気軽に相談できる大人をつくっ

てあげたい」という園長の想いから、２，３か月ペースで定期的にボランティアで通うこ

とになりました。毎回テーマを変えて、人との関りかたや、嫌なことは「嫌」と言っても

良い、被害者は 100％悪くないので何かあったら信頼できる大人に相談する、生理につい

てなど包括的性教育の講座を実施しています。通うたびに、子どもたちも少しずつ私たち

に慣れてきていて、授業後、毎回、たくさん質問をしてくれるようになりました。 

また、マルシェにも参加し、性教育の絵本や、様々な生理用品を手軽に手に取ってもら

えたり、気になることがあったら相談してもらえるような活動もしています。  

更に、婚活での性教育講座も実施し、大人への性教育の必要性も感じていただけました。

婚活の現場では、年齢で妊娠しづらいと感じられてしまうことへの不安や、妊娠できなか

ったらという不安などの声がたくさんありました。 ジェンダーバイアスについてや、性的

同意についても、「聞いたことが無かった」という方が多く、たくさんの気づきを得ていた

だけたようです。男性も女性も相手の体のことについて知る機会になり、良かった、との

声もありました。性教育はすべての人にとって大切な、「生き方・あり方」、人権の学びな

ので、これからもたくさんの方に届けていけるよう活動していきます。  

 

 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

定款の 

事業名 
事業内容 実施日時 実施場所 

従事

者の

人数 

受益対象者の 

範囲及び人数 

支出額 

（千円） 

1 LINE 等の

SNS、電話を

利用した妊

娠葛藤相談

事業 

LINE等の SNS、電話

を利用した妊娠葛

藤相談事業 

 

 

随時 

 

 

 

 

事務所 

 

 

 

 

6名 

 

 

 

 

妊娠が可能な

年齢の女性と

そのパートナ

ー 

48名 

8,490 円 

 

 

 

 



 

2⃣予期せぬ妊

娠を予防す

るための性

教育普及事

業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3⃣前各号に附

帯又は関連

する事業 

 

 

 

 

性教育講座 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演会 

 

 

 

 

 

ラジオ出演 

 

 

マルシェ出展 

 

 

 

 

 

 

 

性教育座談会 

 

2024/6/3 

2024/10/12 

2024/11/30 

2024/11/8 

2024/12/11 

2024/12/18 

2024/12/14 

2025/1/28 

2025/3/3 

2025/3/16 

 

2024/7/14 

2024/9/14 

2024/11/25 

2025/3/15 

 

 

2024/4/27 

2024/10/14 

 

2024/6/9 

2024/8/4 

2024/9/7 

2024/9/8 

2024/11/3 

2024/11/10 

2024/12/15 

2025/3/23 

 

2024/9/1 

2025/2/9 

 

福島市 

アイリス学園 

喜多方市 

福島医科大学 

福島工業高校 

福島工業高校 

アイリス学園 

聖光学院 

聖光学院 

郡山市 

 

福島市 

福島市 

只見町 

郡山市 

 

 

FMポコ 

本宮 

 

福島市 

福島市 

福島市 

福島市 

福島市 

福島市 

郡山市 

福島市 

 

郡山市 

福島市 

 

4名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1名 

 

 

 

 

 

1名 

 

 

3名 

 

4 歳～高校生

とその保護者 

543名 

 

 

 

 

 

 

婚活中の方約

30名 

教員、地域保

健師、学童指

導員、学校薬

剤師、大学生

等 60 名 

 

 

 

 

不特定多数 

 

 

 

 

 

 

 

 

助産師、看護

師、市議会議

員、新聞記者

等 20 名 

 

67,000円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0円 

 

 

 

 

 

0円 

 

 

92,926円 

 

 

 

 

 

 

 

0円 

 

(2) その他の事業 

定款の 

事業名 
事業内容 実施日時 実施場所 

従事者の 

人数 

支出額 

（千円） 

無 

 

 

 

無     

備考 

１ ２は、(1)には特定非営利活動に係る事業、(2)にはその他の事業について区分を明

らかにして記載する。 



２ ２の(1)については事業毎に定款の事業名、事業内容、実施日時、実施場所、従事者

の人数、受益対象者の範囲及び人数並びに支出額を記載する。 

３ ２の(1)のうち「受益対象者の範囲及び人数」の欄には、具体的な受益対象者及び人

数を記載する。 

４ ２の(2)については事業毎に定款の事業名、事業内容、実施日時、実施場所、従事者

の人数及び支出額をそれぞれ記載する。定款上、「その他の事業」に関する事項を定め

ている場合は、当該事業年度に実施しなかった場合も「実施しなかった」旨を記載す

る。 

５ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とする。 


